
令 和 ６ 年 度

切 田 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見 書

十 和 田 市 監 査 委 員



十市監委第74号

令和７年10月７日

　様

切田財産区管理者

十和田市長 櫻 田 百合子

十和田市監査委員 　森　田　幸　夫

十和田市監査委員 　岩　間　　　貴

令和６年度切田財産区一般会計歳入歳出決算審査意見の提出について

地方自治法第233条第２項の規定に基づき審査に付された令和６年度切田財産区

一般会計歳入歳出決算を審査した結果、別紙のとおり意見を提出します。
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(1)

(2)
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２

令 和 ６ 年 度 切 田 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見

 審 査 の 概 要

 審 査 の 対 象

 令和６年度切田財産区一般会計歳入歳出決算

 審 査 の 期 間

 令和７年６月25日から令和７年10月７日まで

 審 査 の 方 法

この審査に当たっては、歳入歳出決算書、決算事項別明細書、実質収支に関する調書、

財産に関する調書について、関係法令に準拠して作成されているか、計数に誤りはない

か、予算が適正かつ効率的に執行されているか、財産の管理は適正であるか等に重点を

　おき実施した。

 審 査 の 結 果

審査に付された決算書等は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係帳簿及び

証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認められた。また、予算の執行状況についても

  適正と認められた。
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歳 入 総 額 ①

歳 出 総 額 ②

歳入歳出差引額 ①－② ③

④

実 質 収 支 額 ③－④ ⑤

⑥

　なっている。

 　

(1) 決 算 収 支 の 状 況

当年度の決算額は、予算現額 11,320,000円に対し、歳入 12,079,880円、歳出

8,159,506円で、歳入歳出差引額は 3,920,374円となり、翌年度へ繰り越すべき財

源がないことから、その額が実質収支額となっている。

最近２か年の決算収支状況は、次表のとおりである。

決　　算　　収　　支　　状　　況　

区　　　　　分 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度
円 円

12,079,880 11,929,777

8,159,506 6,430,293

3,920,374 5,499,484

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0

3,920,374 5,499,484

実質収支額のうち地方自治法第２３３
条 の ２ の 規 定 に よ る 基 金 繰 入 額 2,000,000 4,000,000

(2) 歳　　入

当年度の収入済額は、12,079,880円で、調定額と同額であり、前年度に比べて

　150,103円（1.3％）の増加となっている。

収入済額の内訳は、使用料 6,170円、県補助金 340,388円、財産運用収入 119,991

円、基金繰入金 9,386,000円、繰越金 1,499,484円、雑入 727,847円となっている。

　　雑入の内訳は、分収造林分収金 724,440円、歳計現金利子 3,407円となっている。

(3) 歳　　出

当年度の支出済額は、8,159,506円で、予算現額に対する執行率は 72.1％となり、

前年度に比べて 1,729,213円（26.9％）の増加となっている。

支出済額の内訳は、議会費 2,944,408円、総務管理費 5,215,098円となっている。

総務管理費の内訳は、財産管理費 67,282円、森林総合整備事業費 809,600

円、林道維持費 102,500円、諸費 4,235,716円となっている。

諸費の内訳は、負担金、補助及び交付金 2,732,000円、積立金 1,503,716円と

(4）そ の 他

当年度末（令和７年３月31日）現在の財政調整基金は、29,753,098円となっている。

事業については、造林事業として支障木伐採 2.1㎞、下刈 2.18haを実施している。
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令 和 ６ 年 度

深 持 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見 書

十 和 田 市 監 査 委 員



十市監委第74号

令和７年10月７日

　様

深持財産区管理者

十和田市長 櫻 田 百合子

十 和 田 市 監 査 委 員 　森　田　幸　夫

十 和 田 市 監 査 委 員 　岩　間　　　貴

令和６年度深持財産区一般会計歳入歳出決算審査意見の提出について

地方自治法第233条第２項の規定に基づき審査に付された令和６年度深持財産区

一般会計歳入歳出決算を審査した結果、別紙のとおり意見を提出します。



1

(1)

(2)

(3)

２

令 和 ６ 年 度 深 持 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見

 審 査 の 概 要

 審 査 の 対 象

 令和６年度深持財産区一般会計歳入歳出決算

 審 査 の 期 間

 令和７年６月25日から令和７年10月７日まで

 審 査 の 方 法

この審査に当たっては、歳入歳出決算書、決算事項別明細書、実質収支に関する調書、

財産に関する調書について、関係法令に準拠して作成されているか、計数に誤りはない

か、予算が適正かつ効率的に執行されているか、財産の管理は適正であるか等に重点を

　おき実施した。

 審 査 の 結 果

審査に付された決算書等は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係帳簿及び

証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認められた。また、予算の執行状況についても

  適正と認められた。
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歳 入 総 額 ①

歳 出 総 額 ②

歳入歳出差引額 ①－② ③

④

実 質 収 支 額 ③－④ ⑤

⑥

(1) 決 算 収 支 の 状 況

当年度の決算額は、予算現額 30,877,000円に対し、歳入 30,920,133円、歳出

25,835,188円で、歳入歳出差引額は 5,084,945円となり、翌年度へ繰り越すべき財

源がないことから、その額が実質収支額となっている。

最近２か年の決算収支状況は、次表のとおりである。

決　　算　　収　　支　　状　　況　

区　　　　　分 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度
円 円

30,920,133 22,860,590

25,835,188 15,553,102

5,084,945 7,307,488

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0

5,084,945 7,307,488

実質収支額のうち地方自治法第２３３
条 の ２ の 規 定 に よ る 基 金 繰 入 額 2,600,000 3,700,000

(2) 歳　　入

当年度の収入済額は、30,920,133円で、調定額と同額であり、前年度に比べて

8,059,543 円（ 35.3 ％） の増加 となっ ている 。

収入済額の内訳は、使用料 52,120円、県補助金 510,329円、財産運用収入

21,735,812円、基金繰入金 5,004,000円、繰越金 3,607,488円、雑入 10,384円となって

　いる。

雑入の内訳は、歳計現金利子 10,384円となっている。

(3) 歳　　出

当年度の支出済額は、25,835,188円で、予算現額に対する執行率は 83.7％となり、

前年度に比べて 10,282,086円（66.1％）の増加となっている。

支出済額の内訳は、議会費 4,462,791円、総務管理費 21,372,397円となっている。

総務管理費の内訳は、財産管理費 193,609円、森林総合整備事業費 1,269,400円、

林道維持費 1,603,360円、諸費 18,306,028円となっている。

諸費の内訳は、負担金、補助及び交付金 5,708,000円、積立金 10,520,675円、繰出金

2,077,353 円 と な っ て い る 。

(4）そ の 他

当年度末（令和７年３月31日）現在の財政調整基金は、79,648,225円となっている。

事業については、造林事業として 下刈 4.21ha、保育間伐 2.28haを実施している。
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令 和 ６ 年 度

法 量 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見 書

十 和 田 市 監 査 委 員



十市監委第74号

令和７年10月７日

　様

法量財産区管理者

十和田市長 櫻 田 百合子

十 和 田 市 監 査 委 員 　森　田　幸　夫

十 和 田 市 監 査 委 員 　岩　間　　　貴

令和６年度法量財産区一般会計歳入歳出決算審査意見の提出について

地方自治法第233条第２項の規定に基づき審査に付された令和６年度法量財産区

一般会計歳入歳出決算を審査した結果、別紙のとおり意見を提出します。



1

(1)

(2)

(3)

２

令 和 ６ 年 度 法 量 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見

 審 査 の 概 要

 審 査 の 対 象

 令和６年度法量財産区一般会計歳入歳出決算

 審 査 の 期 間

 令和７年６月25日から令和７年10月７日まで

 審 査 の 方 法

この審査に当たっては、歳入歳出決算書、決算事項別明細書、実質収支に関する調書、

財産に関する調書について、関係法令に準拠して作成されているか、計数に誤りはない

か、予算が適正かつ効率的に執行されているか、財産の管理は適正であるか等に重点を

　おき実施した。

 審 査 の 結 果

審査に付された決算書等は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係帳簿及び

証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認められた。また、予算の執行状況についても

  適正と認められた。
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歳 入 総 額 ①

歳 出 総 額 ②

歳入歳出差引額 ①－② ③

④

実 質 収 支 額 ③－④ ⑤

⑥

　954,011円となっている。

 　

(1) 決 算 収 支 の 状 況

当年度の決算額は、予算現額 21,387,000円に対し、歳入 21,882,592円、歳出

12,906,696円で、歳入歳出差引額は 8,975,896円となり、翌年度へ繰り越すべき財

源がないことから、その額が実質収支額となっている。

最近２か年の決算収支状況は、次表のとおりである。

決　　算　　収　　支　　状　　況　

区　　　　　分 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度
円 円

21,882,592 19,615,869

12,906,696 8,378,477

8,975,896 11,237,392

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0

8,975,896 11,237,392

実質収支額のうち地方自治法第２３３
条 の ２ の 規 定 に よ る 基 金 繰 入 額 4,500,000 10,000,000

(2) 歳　　入

当年度の収入済額は、21,882,592円で、調定額と同額であり、前年度に比べて

2,266,723 円 （ 11.6 ％ ） の 増 加 と な っ て い る 。

収入済額の内訳は、使用料 2,897,006円、財産運用収入 230,679円、財産売払収入

668,800円、繰入金 14,145,000円、繰越金 1,237,392円、雑入 2,703,715円となって

　いる。

雑入の内訳は、立木伐採補償金 1,681,026円、分収造林分収金 1,014,000円、歳計現金

　利子 8,689円となっている。

(3) 歳　　出

当年度の支出済額は、12,906,696円で、予算現額に対する執行率は 60.3％となり、

前年度に比べて 4,528,219円（54.0％）の増加となっている。

支出済額の内訳は、議会費 4,481,025円、総務管理費 8,425,671円となっている。

総務管理費の内訳は、財産管理費 164,811円、森林総合整備事業費 11,500円、諸費

8,249,360 円 と な っ て い る 。

諸費の内訳は、負担金、補助及び交付金 2,037,000円、積立金 5,258,349円、繰出金

(4）そ の 他

当年度末（令和７年３月31日）現在の財政調整基金は、47,301,957円となっている。
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令 和 ６ 年 度

奥 瀬 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見 書

十 和 田 市 監 査 委 員



十市監委第74号

令和７年10月７日

　様

奥瀬財産区管理者

十和田市長 櫻 田 百合子

十 和 田 市 監 査 委 員 　森　田　幸　夫

十 和 田 市 監 査 委 員 　岩　間　　　貴

令和６年度奥瀬財産区一般会計歳入歳出決算審査意見の提出について

地方自治法第233条第２項の規定に基づき審査に付された令和６年度奥瀬財産区

一般会計歳入歳出決算を審査した結果、別紙のとおり意見を提出します。



1

(1)

(2)

(3)

２

令 和 ６ 年 度 奥 瀬 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見

 審 査 の 概 要

 審 査 の 対 象

 令和６年度奥瀬財産区一般会計歳入歳出決算

 審 査 の 期 間

 令和７年６月25日から令和７年10月７日まで

 審 査 の 方 法

この審査に当たっては、歳入歳出決算書、決算事項別明細書、実質収支に関する調書、

財産に関する調書について、関係法令に準拠して作成されているか、計数に誤りはない

か、予算が適正かつ効率的に執行されているか、財産の管理は適正であるか等に重点を

　おき実施した。

 審 査 の 結 果

審査に付された決算書等は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係帳簿及び

証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認められた。また、予算の執行状況についても

  適正と認められた。
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歳 入 総 額 ①

歳 出 総 額 ②

歳入歳出差引額 ①－② ③

④

実 質 収 支 額 ③－④ ⑤

⑥

(1) 決 算 収 支 の 状 況

当年度の決算額は、予算現額 72,450,000円に対し、歳入 86,534,060円、歳出

57,867,161円で、歳入歳出差引額は 28,666,899円となり、翌年度へ繰り越すべき財

源がないことから、その額が実質収支額となっている。

最近２か年の決算収支状況は、次表のとおりである。

決　　算　　収　　支　　状　　況　

区　　　　　分 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度
円 円

86,534,060 42,120,505

57,867,161 25,923,469

28,666,899 16,197,036

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0

28,666,899 16,197,036

実質収支額のうち地方自治法第２３３
条 の ２ の 規 定 に よ る 基 金 繰 入 額 25,000,000 15,000,000

(2) 歳　　入

当年度の収入済額は、86,534,060円で、調定額と同額であり、前年度に比べて

44,413,555円（105.4％）の増加となっている。

収入済額の内訳は、使用料 1,350,515円、県補助金 6,290,838 円、財産運用

収入 236,137円、財産売払収入 35,530,000円、繰入金 23,377,000円、繰越金 1,197,036

円、受託事業収入 3,850,000円、雑入 14,702,534円となっている。

雑入の内訳は、補償料 7,463,066円、立木伐採補償金 6,208,603円、分収造林分収金

1,011,743円、歳計現金利子 19,122円となっている。

(3) 歳　　出

当年度の支出済額は、57,867,161円で、予算現額に対する執行率は 79.9％となり、

前年度に比べて 31,943,692円（123.2％）の増加となっている。

支出済額の内訳は、議会費 4,072,395円、総務管理費 53,794,766円となっている。

総務管理費の内訳は、財産管理費 83,736円、森林総合整備事業費 8,756,300円、

森林研究・整備機構分収造林費 3,850,000円、諸費 41,104,730円となっている。

諸費の内訳は、負担金、補助及び交付金 3,220,000円、積立金 36,899,127円、繰出金

　985,603円となっている。

(4）そ の 他

当年度末（令和７年３月31日）現在の財政調整基金は、56,461,824円となっている。

事業については、造林事業として 植栽 4.56ha、下刈 7.06ha、測量 13.03haを実施

　している。
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令 和 ６ 年 度

沢 田 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見 書

十 和 田 市 監 査 委 員



十市監委第74号

令和７年10月７日

　様

沢田財産区管理者

十和田市長 櫻 田 百合子

十和 田市 監査 委 員 　森　田　幸　夫

十和 田市 監査 委 員 　岩　間　　　貴

令和６年度沢田財産区一般会計歳入歳出決算審査意見の提出について

地方自治法第233条第２項の規定に基づき審査に付された令和６年度沢田財産区

一般会計歳入歳出決算を審査した結果、別紙のとおり意見を提出します。
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令 和 ６ 年 度 沢 田 財 産 区 一 般 会 計

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見

 審 査 の 概 要

 審 査 の 対 象

 令和６年度沢田財産区一般会計歳入歳出決算

 審 査 の 期 間

 令和７年６月25日から令和７年10月７日まで

 審 査 の 方 法

この審査に当たっては、歳入歳出決算書、決算事項別明細書、実質収支に関する調書、

財産に関する調書について、関係法令に準拠して作成されているか、計数に誤りはない

か、予算が適正かつ効率的に執行されているか、財産の管理は適正であるか等に重点を

　おき実施した。

 審 査 の 結 果

審査に付された決算書等は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係帳簿及び

証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認められた。また、予算の執行状況についても

  適正と認められた。
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歳 入 総 額 ①

歳 出 総 額 ②

歳入歳出差引額 ①－② ③

④

実 質 収 支 額 ③－④ ⑤

⑥

 　

(1) 決 算 収 支 の 状 況

当年度の決算額は、予算現額 10,201,000円に対し、歳入 10,210,614円、歳出

5,024,248円で、歳入歳出差引額は 5,186,366円となり、翌年度へ繰り越すべき財

源がないことから、その額が実質収支額となっている。

最近２か年の決算収支状況は、次表のとおりである。

決　　算　　収　　支　　状　　況　

区　　　　　分 令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度
円 円

10,210,614 3,310,788

5,024,248 1,845,850

5,186,366 1,464,938

翌年度へ繰り越すべき財源 0 0

5,186,366 1,464,938

実質収支額のうち地方自治法第２３３
条 の ２ の 規 定 に よ る 基 金 繰 入 額 2,600,000 1,000,000

(2) 歳　　入

当年度の収入済額は、10,210,614円で、調定額と同額であり、前年度に比べて

6,899,826円（ 208.4％）の増加となっている。

収入済額の内訳は、使用料 5,220円、県補助金 165,581円、財産運用収入 37,175円、

繰入金 9,533,000円、繰越金 464,938円、雑入 4,700円となっている。

雑入の内訳は、歳計現金利子 4,700円となっている。

(3) 歳　　出

当年度の支出済額は、5,024,248円で、予算現額に対する執行率は 49.3％となり、

前年度に比べて 3,178,398円（172.2％）の増加となっている。

支出済額の内訳は、議会費 962,456円、総務管理費 4,061,792円となっている。

総務管理費の内訳は、財産管理費 18,861円、森林総合整備事業費 698,812円、諸費

3,344,119 円 と な っ て い る 。

諸費の内訳は、負担金、補助及び交付金 572,000円、積立金 1,808,375円、繰出金

963,744 円 と な っ て い る 。

(4）そ の 他

当年度末（令和７年３月31日）現在の財政調整基金は、48,398,175円となっている。

事業については、造林事業として 保育間伐 1.42haを実施している。
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令和７年10月７日

令和６年度財産区決算審査意見書提出時の要望事項

十和田市監査委員 森 田 幸 夫

十和田市監査委員 岩 間 貴

令和６年度の財産区一般会計決算審査意見書提出に際して、下記のとおり

要望いたします。

記

１ 財産区の運営について

財政運営の核となる山林事業は、木材価格の低迷のほか、林業従事者の減少や高齢化

による人材不足などの問題を抱え、以前として厳しい状況が続いている。

このような中での事業経費は、主に財政調整基金を充当することで賄われていること

から、基金が枯渇することのないよう、限られた財源や財産を有効かつ効果的に活用し

つつ、長期的な計画のもとで財政バランスのとれた持続可能な事業運営を進めていただ

きたい。


